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富由湾岸工業用水源地域調査報告拓

藏田延：男＊＊　村下敏夫＊＊　森　和雄＊＊

　　　　　　　　　　R6sum6
Grou貌d　Water　Rese我紬es　for　Fめric　hd聰s卸on　Co盆sねl　Are題

　　　　　　　　of出e　Toyam盆Bay

by

Nobuo　Kurata，Toshio　Murashit汎＆Kazuo　Mori

　　G士ound　water　of650，000m3is　utilized　in　a　day　for　public宙＆ter・supply　and　fabric

industry　etc．，mostly　supl｝1ied　by　wells　in　confined　water　in　this　area．

　　From1953to1954，t五e　writersゑad　an　oPPortunity　in　investigation　of　hydro－geolo－

gical　study　on　the　distribution　and　movement　of　aquifers，the　pressure　surface，and　the

relation　of　draw－down　and　discharge　of　ground　water．

　　The　results　of　t五ese　investigation，sぬown　in　the　figures　of　No．4－No．15，will　give

some　advantageous　suggestions　for　tぬe　development　of　water　sources　in　industr量es　of　the

area．

要　　約

　1．工業用水源地域調査の一環として，昭和28年度

に県よりの受託調査，同29年に当所経常費をもつて実

施した富山湾岸・富山・高岡両市およびその周辺地区の

地下水理調査結果について記載してある。

　2．この地域り工業用水消費量は650，000m3ノ日に達

しており，その30％が地下水によつて供給されている。

塩水侵入の顕著な徴候はないが，井戸干渉などが生じて

いるQ
　3．水露頭調査1，300測点，工場および上水道深井戸

検測g6ヵ所，電気探査60測点，水試料分析209個，地．

下水位および圧力面の測定約200ヵ所の調査を基礎とし

て，地下水の分布・流動状態・質的構成曼被圧面地下水

の圧力面・深井戸揚水量と水位降下の関係などを明らか

にした。

　4，以上の調査結果を綜合して電気化学工業基地とし

ての用水を，水資源全般の立場からどのように処置した

『
ら

よろしいかという点に対して一応の結論をだしてい

る。

1．緒　　言

富山湾岸は融雪期における有利な電力事情に立脚し

て，金属・肥料・化学薬品・紙パルプなどの電気化学工

業および繊維工業が発達しているとこうであり，、現在富

＊徳山県依頼調査，

　薬表許可昭和30年1月

淋地質部

山および伏木両港を中心とLて裏日本有数の臨海工業地一

帯となつている。用水源はきわめて低温で冷却用水と

しては有利であるが，これら既設の大工場はいずれも多

量の用水を消費しており，すでに昭和29年度において

最大日量650，000m3に達し，府県単位の用水量の大ぎ

さでは国内第1級に相当するという特異な状態を呈して

いる。『

・しかるに地表水源は必ずしも取水に有利な条件が揃っ

ておらずいぎおい地下水源に依存する率が高く，井戸揚

水の激化が一部においてすでに認められるまでに至って

いる。いうまでもなくこうした井戸揚水の激化によって

もたらされるものは，［単に各工場の用水確保が困難にな

るということにとどまらず，海水の誘引，地盤の沈下な

ど国土保全上憂うべぎ弊害を伴なうことを予想しなけれ

ばならない。そこでこれらの被害を未然に防止するとと

もに1水資源全般の観点から将来の工業用水源を確保す

るにはいかに処置したらよろしいかを明らかに・する目白勺

で，富山県庁・地元市町村の援助の下に2力年に亘り綜

合的な水理地質調査を行ったのである。この報告はその

調査結果をとりまとめたものである。

　1．1・調査規模

　調査期間　昭和28年10月から同29年12月まで。

　調査範囲　富山・高岡および新湊市を含む越中平野全

　域約650km2（第1図および50，000分の1地形図

　魚津・五百石・富山・八尾・石動・城端・下梨参照）。

　玉．2作業経過

　28年10月富山県庁の申請に基づ’く受託調査として，

1一（241）
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1蒐集した馨井地層断面図　　　58

／同上　　工場用水源調査票　　72

2．水分布の概観

　　　　　　　　　　o一5K岡

富山濁岸工業用水源地域調査範図

水比抵抗法による地下水調査，工場用水源戸別現地調

査，水質分析，地質調査を主とする本所側第1次調査。

　同年11～12月P富山県工業試験場員による水質分析

および補足調査。

29年1～3月　工業試験場員による臨海部の水質精査

および県耕地課員による地下水位測量。

28年7月　本所経常費による調査として自噴帯圧力

面の測定および工業試験場員による補足調査。

29年10月　本所経常費による調査として電気探査，

工場用井戸精査を主とする第3次調査。

29年1～12月工業試験場員による河川水質の年間変

化の調査および県教育委員会による地下水位長期観測。

以上の各種の調査のうち本所側調査には筆者らのほか

に，水試料化学分析のため技術部米谷宏が参加してお

り，県側の調査1；対し，指示・指導を与えるとともに，

調査結果の全般について整理・解析を行つた。

玉．3　おもな実績

水比抵抗および水温測定

　　　　　　　　　測点1，300（一部県側担当）

工場および上水道深井戸検測　　　　　　　　　96

流量測定

電気探査・

水質分析（野外4成分）

同（室内8成分）
地下水位および圧力面測定

地下水位観測

　断面・6
．測点　 60、

　　　110
2G9（県側担当）1

約200（大部分県側担当）

　　　40（県側担当）

2．玉　河川の一般的性質

　面積800駁ザにおよぶ越中平野は40

数kmの海岸線をもって，溺れ谷のよ

く発達している富山湾に接している。そ

の背面には東から順に黒部・片貝・早月・

常願寺・神通・庄・小矢部の諸河川が富

山湾に向かつて牧敏的に配列しており，

られず，河線際においてはじめて淡水と

塩水とが接触しているという状態であ

るQ

　これら各河川は年間を通じて低温で，

温度較差も比較的小さい良質の水を流出Lており，その

水量は地勢規模に制約されて必ずしも豊富ではないが，

扇頂部附近より下流に向かい地下に滲透・供給する水量

は比較的大ぎく，地下水酒養源としてはきわめて重要な

対象と考えられる。

　調査地域全体を概観すると，地域のほ欝中央に当つて

南西から北東に向かつて突出している臭羽山の丘陵と，

　　　　　よかた’その北端からの四方町に伸びる神通川左岸の低い段丘崖

とを境界としで東西2つの地区に区別できる。そして東

側異東地域（面積約300km2）にあつては，地下水の供

給が旺盛な常願寺川と，一部では地下水潤養を行うが全

体として排水河川の性格を有する神通川とが，ともにア

ルカリ性の水質を示しており，他方西側臭西地区（面積

約320k血2，た穿し異羽山西側の扇状地を除く）にあっ

ては供給河川としての庄川と，排水河川としての小矢部

川とが，ともに若干酸性の水質を示している。調査の直

接の対象となつた各河川の表流規模は第1表に示した通

りである。

　2．2　地乍水の分布

　各河川が形成している扇状地堆積層は粗懸なその性質

のため，直接上方から相当量の天水が滲透しているが，

同時に表流水もまた非常によく滲透していることが認め

られる。そLて地質規模，特に山岳部における集水面

積，平野部における帯水層の発達規模はいずれも概して

小規模であるにもか～わらず，扇状地に由来する急勾配

の地形と粗霧な堆積物と奪よつて，地域全体と，してみたし

場合の地下水は水質についても，水量についても一応す

2苧（242）
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　○一一　表流本顛入口

　こ瓦］工場敷地および深井戸

　ム　鉱泉源井

　4　ん＿プ　　第二紀層山地

＼　＼　　き♪＼、新湊市　 於

天然ガス麟／

　　　　／
＿　・　．／
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ミ萎ダ
　　、今

〆段丘1劇
0電探測臭
05曼木試料採取地莫

神

富山湾
／富山市岩瀬臨海工業基地

日
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力●

1　更ノぜ

イ　津
卜

　市

　　　鱗．4
　　　　生ダ，

第2図　臭東地区総覧図

第1表9表流の流量

水
系
別

常願寺

神通

庄川

河
川
名

集水面積
山地
地域
km2

常願寺川1348．0

白岩川

　計

神通川

熊野川

87．9

435．9

2，350．0

96．0
ジ：P田ノll　9　335．5

計

庄川

　　小矢部川

小郷甥雑
　　　計

2，781．5

1，312。2

平地
地域
km2

20．0

46．7

66．7

計

km2

368．0

134．6

502．6

430．0・2，780

96．6

72．0

598。6

192。6

407．5

3，380．1

140。61，452．8

362．0305．O
　l
156．7228。1
　1
518。7533．1
　1

667．0

384．8

1，051。8

平路
地延
流長

km

22．3

比
流
量

m3／秒1

渇水量および年平均流量
量水点ノ集

水面積km2

8．0

29．3・　3．4

51．6

25．5

40．8

25．5

91。8

55．8

46．1

62．6

108．7

松の木
　351．0

　　1，110
6．0

4．2

3．1

2．2

上梨
　847
小院瀬見

　50

渇水
量
m3／秒

10

49

2．5

20

20

0．9

繕鶏i撫幽値の

36．5

175

10

50

75

5

11．6

〆8．7

8

5

9．9

10

昭12～18
年間平均

昭13～’18

年聞平均
日召13～22

年間平均
昭2～22
年聞平均

昭13～18
年間平均

大8～昭
24年間平
均

年間流
出総量

×

106m3
備　考

1，151
勾配（岡田堰堤
以下）1／85

常用流出率山
間部0．7，平野
部0．3（県土木

部による）

5，518

2，365

158

勾配．（笹津以
下）1／鋤

流出率同上

勾配（金屋以
下）1／250

流出率同上

勾配（石動以
下ン1ノ伽o

流出率同上・

3一（243）



＼

地質調査所月報（第6巻第5号）

・》

東

ヨ

碑

爆三

一、黛．

　　　　　　　　　　　〆v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届魯　　蹄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロゆ　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎い　　優
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曝一・

．㌘r／蕪銑1、

　　　　　　　　　　・漸置／・、。＼磐蟹

　　　　　　　　艶◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凶
＼＼肇＼

　ハ　・』　　く　ず　、欄鍋
　　ず　甲産ノ
　1　、　　『

　　P　ヒ　ヘ　ゴ　　ゆ　アら　鉱　イ　P

葺
樽

罧

H
興

韻
さ

鞭

総
匿

煙
αり

o

　　　　　　惜
　・q　II緯　1｛　　　　　　　　詮

　　　H戦鍵・蝶．
　　　　　無全轟0
　　　　　綱卜蝉
　　　　　　終　　　く　　　　　　田

＼
、

や

も
偽
o 擬

窓．

鰍

　　　　区＼　。，
　　　　瀬

　聴
とδ

ぐれた条件を具えているという’ことができる。

　従来の調査結果によると，不透水層と考えられる第三

紀層の上限は，富山・高岡両市街地附近においては地下

100～150m前後に推定される。この上に重なる洪積層

および沖積層は砂礫層の発達が著しく優勢で，部分的に

かなりの相違はあるが概して透水度が大ぎく，さらに被

圧面地下水は著しく急な勾配に原因して広い範囲に亘つ

て高い圧力面を有している。したがつて利用度の高い割

合に，臨海部における地下水中への塩水の混入もまだ顕

著に現われる段階には至つていない。しかし別の観点か

ら地域全体を展望すると，山野の荒廃河川の水理変化

などに起因すると考えられる地下水位の低下自噴帯の

縮少が明らかに観察され，利用量の増加と逆に地下水濡

養源が漸次弱まつているという各地共通の傾向はこの地

域に．っいても認めざるをえない。

　渠東・奨西両地区ともその東側または南側山麓沿いに

は段丘が発達しており，これら段丘群に側面を抑えられ

る一方，勾配が急なために，調査の結果より求められた．
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有力な地下水透水帯はいずれもその幅員が比較的狭く，

特に表流からの滲透直後の経路は表流の流動方向と僅か

な角度で交わる方向に向かつており，かなり下流に至つ

て漸く扇形に開く形を呈している。

3，水利用の現況（第2．3図参照）

　3．ヱ　農業用水源

　各河川の水温は夏季でなお16～23。C（最高水温は神通

川8月，240C）に止まるのであるが，表流はいずれも灌

概用に高度に利用されており，昭和25年当時常願寺・神

通・庄および小矢部の4河川140ヵ所の取水により，水

田44，600町歩に対する238m3／秒余の灌慨用水が供給

されていることになつている。この結果示される水田5

町歩に対し1個（27」／秒）の割合は数字の上ではやN過大

な水量を、思わせるが，当時なお28m3ノ秒に相当する水量

の不足を訴えており，Lかもその氷利用率は年間90日

の灌慨期間中に推定年間表流流出総量の20％程度に漸

く達しているに過ぎない。

　昭和28年常願寺川にあつては，国営農業水利事業の

完了に伴ない，中新川郡立山村横江地先に設けられた取

・水堰堤による常東および常西両合口用水がその機能を発

揮しはじめ，発電用水15m3／秒を含む58m3ノ秒が取水，

されるに至つた。一この結果として典型的急流河川として

用水の取得に難渋していた常願寺川両岸の群小井堰は，

廃止・統合されて10，640町歩の完全灌慨が可能となつ

た。一方庄川においても庄川合口用水および高岡統一用

水の2つの統合井堰により，最大52．2m3ノ秒，最小24・7

m3／秒の取水が行われ，10，000購の灘に寄与してい

る。このほか庄川両岸には金屋用水（小牧堰堤取水）・和

田川用水および伏流水を水源とする8個9個用水などが

あり，最大6．2m3／秒，最小3．7m3／秒が灌溜i用に取水

されている。

　河川規模を示す第1表とこれら慨灌水利権の現況とを

比較すれば，少なくとも表流水に関する限り，神通川に

若干の余裕を残す以外は別な目的への大量の利用は困難

であることが明白で，この点西日本諸地域の場合と同様

　な条｛牛をこあるということができる。

　3．2　上水道水源

　　この地域における上水道水源はすべて被圧面地下水に

依存している。それらのうち代表的なものは約20，000

m31日の給水を行つている高岡市上水源であり，その全

量が千保川流域木津地区の7本の自噴井によつて供給さ

れている。これらの自噴井群の井戸諸元は第2表に示し

　た通りであるが，この表によるとi号井から7号井ま

　で合計7本で少なくとも27，000m3ノ日，平均1本当り

3，800m3／日の水が自噴で得られることとなるが・現在で

第2表　高岡市木津上水源井群井戸諸元

井戸
番号

1

2
3
4
5
6

完成年月

1昭和
4年5月

5年3月

4年4月

6年一

7　24年6月

試掘井23年一

地盤
官1司

　m

10．6

7．2

6．3

6．9

8．8

9．1

9．3

8．8

墾井
孔径

mm
300

〃

ヴ

ケ

ケ

グ

ケ

ヴ

深度
In

190

197

147

90

85

85

187

25

牧水深度

　　　m

120　’）137

104　～126

121．5～138

63～70．5

糠
｛71～77
91～99

54～58

自噴量
m3ノ日

3，200

2，400

1，200

1，700

5，80｛）

4，7GO

3，75G

3，50（）

は附近一円の圧力面の低下に井戸の老嚢が加わつて全

体とLて自噴量が減少している。しかしなお1本当り

3，000m3／日弱の程度は保つている。

　高岡市に比較して富山市は市内において簡易水道が発

達していたため，上水道の発達が妨げられており，現在

安野屋・安住・長江の3ヵ所の深井戸の揚水により，

3，000m3／日を得ている程度であり，工業基地としての富

山市は将来あ水道計画に当り根本的な水源の確保を是非

行わなければならない段階にある。富山・高岡両市の中

間にある小杉町には深井戸による1，500m3ノ日の上水源

があり，また新湊市では6，000m3／日り計画に対し，昭

和29年新設の第1号自噴井が2，000m3／日の給水を行つ

ている。しかし新湊市の場合には市街地に分布する掘抜

井戸群に対し井戸干渉が生ずること・を考慮し，水源井自

体はポンプ揚水を行わないという条件で設けられている

というのが実状である。　　．

　3．3　工業用水源

　3．3．1工業用水源の現況

　工場調査票による調査および実地調査の結果によりと

りまとめ得た既存工場の用水源の概況は第3表と第4表

に示した通りである。

　3．3．2　水利用上の特徴

　第5表に示されているように上水道そのほか一部の給

水源を除くこの地域の工業用水使用量は最大650，000

m3ノ日に達し，その30％が地下水源に依存しており，地

下水利用工場の数についてみればさらに遙かに高い比率

を示している。この工業用地下水利用量のほかに，さら

に小工場・一般家庭および上水道の用に供せられている

水量を加えれば，地下水のみの利用量で悠に300，000

川3／日を超えるものと推定される。集水面積が小さい割

合にこのように大量の地下水が利用されている事実は，

　この地域が元来地下水に恵まれており，概して容易にそ

れを利用しうるような条件を具えていることを示してい

5一（245）



地質調査所月報（第6巻第5号）

第3表臭東地区工場井戸水源の現況

工 場 名

日本カーバイト工業K，K．
魚津工場

東海電極製造K．K：．

中越北工場

K。K。鉄興杜　富山工場

日曹製鋼K．K．岩瀬工場

不二越鋼材工業K．瓦
東富山製鋼所

K．K：．大谷製鋼所　萩浦工場

日曹製鋼K．K。富山工場

富山製紙K．K．富山工場

不二越鋼材工業K．K．
富山工場

日本海重工業K．K．富山工場

昭和電工K．K．富江1工場

倉敷レ門ヨンK．K．富山工場

北陸電ガK．K．富山発電所
興国人絹パルプK．K：．富山工

場

K：．K．大谷製鋼所立山工場

燐化学工業K．K．

日本海ガスK。K．富山製造所

目清紡績K．K．富山工場

日本繊維工業K』K．富山工場

新報国製鉄K．K．富山工場

工場所在地

魚津市本新

滑川1市

富山市岩瀬古志町

ケ岩瀬赤田町

ゲ　西の宮

ケ　海岸通
ヴ　下　新

　グ
グ　石　 金

ゲ　西の宮

．グ

ケ　蓮　町
グ　中島町

　グ
ケ　奥井町

ケ　稲荷町
　，ク

ケ　堀川町

　クケ　寺　町

日産化学工場K．K．富山工場・婦負郡婦中町

立山製紙K．K．　　　　　　中新川郡雄山町‘
敷島紡績：K．K．笹津工場　　　上新川郡大沢野町

昧か脚KK富虹場！　〃．

浅井戸
利用量
m3／日

40

720

　」
深井戸1

利用量
m3／日

深　井　戸　諸　元

本数

35，000　5

25　3’

74“3
2，370 5

1，8003

5，260　2

2，800　4

810　2

4，500

　30、

3，960　3

940・1

430、2
　13，000　3

1，20018

2，30α　11

　1
　70・3

孔継藷讐襟講 備　考

12，600

6～、4！68！63～67・71－

　676艦％！72・1－
3一・2｛壽3麟15乙・81二

　　182、60～6512013．6
6～12／5551’一558．511
4一・α6556－63！魏．5

6一・幅　・1鎚

3－4鶴　　、躯夢
6（プ8　33　　　301一
胴／壽　　曇・6に
6～・2｛倉筈調二ll二
10　　30　　－　　1　一

4～・2F儒 35；一
115i4

　　　　32～57i10　82・562戸一731鎗IL8
6＾ゾ12i　　　42　　　　一・　　　13　　　　3

　　　　　　　　　　8外儲駆34弱ヤ
1．5～
　　’35～6010
、．5～　36～39124＿
4僧38－4、1、、＿

ユ．5戸》2　25～30

3112一ゾ14，

1，250　1
2，500「2

　　7，500
2，700・2，700

　　6，700
　　1，400

18

10
3～4

8～

15．5

41

2　12

∫58

164

58

儒

　50
75《ゾ78

27～37
46～58
25～31
48｛・50

58～62
50戸》58

21～33
23～35

113

113

54

77
124

饗野．5

4・81

　1

4．81

1，9

4，8

24

ほかに浅井戸－

5あり

浅井戸1，深度
6m，揚水量．
30m3／時

中16本自噴井

上井戸あワ

上井戸あり

第4表臭西地区工場井戸水源の現況

工 場 名

昊羽紡績K．K．臭羽工場
　〃　　　庄川工場
日本電気冶金K．K．大門工場
日本高周波鋼業K．K．
富山工場

日本鋼管：K．K．富山電気製鉄
所

工場所在地

婦負郡呉羽村
射水郡大門町
　〃大島村
新湊市放生津

4中伏木

浅井戸
利用量
・n3／日

4，600

深井戸
利用量
m3／日

1，000
6．、300

350

2，00（）

深　井　戸　諸　．元

本数

2，230，

3
2
3
5

4

孔径
吋

12
12

8～12

深度

m

6＾〆121

76
60
54

73

90
90

聯轡騨備考
34
158

69劃3・

74【ソ80i　34

－159

11

2

2．3

7
5。8

6－1246）



富山湾岸工業用水源地域調査報告　（藏田延男・村下敏夫・森　和雄）

工 場 名

東亜合成化学工業K』K・
　伏木工場

日産化学工業K：．K、伏木工場

東化工K．K：．伏木工場
　　　〃　　能町工場

三越金属工業K．K：．

匿本曹達K．K．高岡工場

中越パルプ工業K．K。
　能町工場
東亜合成化学工業K．K。
　二神工場

北陸軽金属K．K：．

富山県染工：K．K。

日本プリソトK．K。
丸栄プリyトK．K
新興工業K．K．

日清紡績K：．K．高岡工場

興進製紙K．K．

中越印刷K：．K．木津工場

鐘ケ淵紡績K：．K．高岡工場

中越紡織K：．K．

臭羽紡績王く．K．井波工場

工場所在地

高岡市伏木

グ

ケ

グ　能町

ケ　吉久

グ　向野本町

ケ

ヴ

グ

〃

ケ

ケ

グ

グ

米　　島

二条院内

横　　田

内　　免

ケ　横

〃　木

田

津

グ　上　　関

東砺・波君区井波田丁

　ケ

浅井戸深井戸
到用量到用量
ml／日 m3／目

深　　井　　戸　　諸　　元

1，100

20

本数

900，3

　　　22，2001

85。！、

1，200i

　　l　l
1，450i2

（夏季
冷却「1

用）1
3，5。。12

（臨時　1
用）

25012
30d2
38015

　300　2
2，800　3

4，65α4．
　　1
5，780　4

3，200　1

孔径
　吋

6，90013

　20011

　　1
64011

8

8

12
　6

12．5

　6

　6

3，16

12
14

2．5～4

2～3
2’）3

2｛’6

14

12

2～8

14

12

12

深度灘層
m　I　m

130

155

109

216

100
90

65

壽

33
34

60

25
22
103
29
64

45

76

78

54

70

178～

　104
130～
　135140’》

　149

150＾ノ

　200
60＾ノ75

蕪課備考
　　　　n■1

40

40

5G

90

22
5G

2垢

16

4

4（ゾ6

llπ1蟄1118

　　　1璽

51｛’61

71～761

44（ゾ621

66～73

20’）301

50《ノ701

112

96

37

27

3

8

30

0．4十

浅井戸2，深度7
m，揚水量66，36
m3ノ時，水位降下

3．3m

2十’

1．6

0．6

上井戸あり

外に浅丼戸1，
深度15m

羽外に浅井戸1，深
5t度13m・捌瞳

iO・8m3／時

第5表　富山県管内工業用水水源別使用水量

地
区
別

臭

工 場 名

日東紡債K．K．泊工場
臭羽紡績K：．K．入善工場
日本カーバイト工業K．K．魚津工場
東海電極製造K』K・中越北工場
　　　　　同　　　　　南工場

K：．K．大谷製鋼所萩浦工場
不二越鋼材工業K．：K．東富山製銅所

K．K．鉄興社　岩瀬工場
日曹製銅K．K：．岩瀬工場
不二越鋼材工業K：．K．富山工場

a曹製鋼K：．K．富山工場
日本海重工業K．K．富山工場
極東冷蔵K：．K．

富山港船舶給水弁
昭和電工：K．K．富山工場

総使用量

3，700
7，350

42，300

11，450

　　20P

5，260
1，800

　740
3，4qo
4，500

4，500

　　30
　250～

　20016，630

表流取’伏流捕
水量　　集量

10，800

　600
　　2

1，700

11，950

地下水
捕集量

3，700
7，350

31，500

　　25
　　20

5，260
1，800

　740
2，370
4，500

2，800

　　30
　250？

　200
4，680

上水道
水使用
量

総使用量
に対する
地下水依
存度

1GO％
　グ

75
　0．2
　7

100
　ケ

　ケ

　グ

　シ

60
100
　ゲ

　ヴ

　，ケ

備 考

　戻水として19倍の使

l　用，著しい灌慨用水
　による制約あり

1ヒ
1戻水としで約・，2・・m3／

1日

肖

旨
睡不足）

1
7一（247）



地質調査所月報（第6巻第5号）

地1

区1

馴
工　　　場　　　名　　　　聡優用量

東

地

区

臭

西

地

区

倉敷トヨyK．K．富山工場
北陸電力K．K．富山発電所
興国人絹パルプK．K．富山工場
富山製紙K．K．富山工場
K．K，大谷製鋼所立山工場

富山化学工業K．K．
日本海ガスK．K．富山製造所

国鉄富山駅富山市上水道
燐化学工業K．K．

大和　ビ　ル
電気ピ　ル日清紡績K．K．富山工場
日本繊維工業K．K．富山工場
新報国製鉄K．K．富山工場

日産化学工業K，K，富山工場
立山製紙KK．
敷島紡績K，K。笹津工場
日本カーボンK・K・富山工場

　異東地区合計
渠羽紡績K。K．！呉羽工場

　　ヶ　 庄川工場

1日本電気冶金K．K．大門工場
小　杉　町　上　水道

新湊市上水道
日本高周波鋼業K．K．富山工場
日本鋼管K．K．富山電気製鉄所
三越金属工業K．K：．
東亜合成化学工業K：．K。．伏木工場
東化工K．：K．伏木工場

日産化学工業K．K：．伏木工場
・中越パルプ工業K．K・伏木工場
十条製紙K．K．伏木工場
中越パルプ工業K．K．能町工場
東化工K：．K：．能町工場

日本曹達：K．K．高岡工場
東亜合成化学工業K：．K．二神工場
日清紡績：K．K．高岡工場
北陸軽金属工業K．K：．
日本プリントK．K

丸栄プリyトK．K．
新興工業K。K。
富山県染工K．：K。
日本可鍛K．K．
日本海ガスK．K．高岡製造所

興進製紙K：．K！．

中越印刷K．K．木津工場

高岡市上水道鐘ケ淵紡績K．K．高岡工場
昊羽紡績K・K弁稼工場

　　　　　　〆中越紡績K．K．
富山紡績K．K．
K．K．小松製作所氷見工場

　．奨西地区合計
　　県　内　総　計

131500
100，430
86，330

3，650
i，4（｝0

1，000P

　703，100
3，000
2，350

　90
　280i2，一600

1，250
2，500

97，500

5，400
6，7GO
3，950

447，230

表流取
水量

12，560

1GO，000
78，430

2，800
200

1，600

90，000

1，800

2，500

302，990

伏繭下査1描灘磐
集判捕集墾鵜水依

4，900…

　ト9401一”
、4301＿
3，GOO

850
1，200

1，000～

　70
1，500

3，000
2，350

　901
　280
12，600

・1，250

2，500

7，500
3，60G
6，700
1，450

132，385

1，090　　　90　　1　－

　　4，600（表流10・900　滲透瞭）

350　一　 ＿
1，500　一　・一
2，000　　．一　　　 一

2，000　一　 一
4，130　一　 一
1，450　一　 一
4，200　　　2，460　　　－

5，150　　4，300　　－

2，200　一　 一
12，400　　12，400　　－
87，100　　87，100　　　－

39，500　　36，000　　　－

5，920　　　4，720　　　－

11，250　、10，000　　　一

］，850　　　1，800　i　－

4，650　一　 一
　250　一　 一
　380　一　 一

　300　一　 ＿
2，800　　6　－
　300　「一　 一
　30？　一　 一一

一　　 ？　　一
9，480　　3，700　　－

5，4（）0　一　 一
18，000　　　一　　　　一
．6，900　　　　一　　　　　一

　660　＿　 ＿

　200　一　 一

　400　一　 一
1
2
4

2，740　・167，176

689，970　470，166

　　1

8
0．5

9
23
85

100
ケ

48
100

ゲ

μ

ヴ

グ

ゲ

ヴ

7．5

67
100
37

28

　1，000　　 92

　6，300　　 58

　　350－　 100

　1，500＿　 “

　2，000　 －　　ー　　グ

　2，000一　 ヴ

　2，230一　 〃

　1，450一　 〃

　　900あり　20
　　85065　 15

　2，200　　15　　　　100

　－　400　’0
　－　670　　0
　3，500－　　9
　1，200　　20　　、　　20

　1，250　　30　　　　　10

　一　あり　0　4，65α　 一　　　100

　　250一　　〃
　　380一　　〃
　　3GO一　　ケ
　2，800一　 〃

　　300一　　ヴ
　　30P一　　ヴ
　　ヘ　　ヨ　ハ　　　　　い
　5，78。浮　6。
　5，400　 －　　　10（｝

　18，000一　 ケ

　6，900一　 ゲ

　　660…一　　グ　　200』0　グ
　　？　一　　一
　　4001－　 100
　　　ヨ
㌧172，7801，210＋、30

』
一

205，165 28．3

備　　考

躾・G・，・。醐日

冬季　　50，000ク
灌慨排水を利用

灌溜・用水による制約あ
り

（工場数では質％）

井戸干渉のため難渋し
あり

　　シ

戻水として1，900m3ノ日

。戻水として840mヲ日
井戸干渉あり

｛
　外に流木用認可水量
　の余裕35，640m3旧．
　あり
井戸干渉あり

難井適地の選定に苦心

Lあり

井戸干渉あり
ク

井戸干渉あり

（工場数では74％）

（　〃　？2，5％）

（単位m3ノ日，1954年現在；・工場以外上水道，停車揚癒どを含む）
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富山湾岸工業用水源地域調査報告　（藏田延男・村下敏夫・森　和雄）

る。

　この地域における陸水は一般に水温が低く，冷却用

水，温調用水に有利であり，特に河川水は溶存成分が少

』なく，広、島県太田川，岡山県旭川などに次いで本邦第1

級の良水をほこつている。また地下水も一般に水質改善

の処置をほとんど必要としない程度に良質である。しか

しこれらを少しく細部に立入って検討すると種々の問題

があることがわかる。まず既設工場の地表水源はその取

水箇所が神通川および小矢部川など排水河川の下流部に

集中しており，上流側工場排水の混入，塩水の湖上・混

入などが顕著な障碍となっている。一方地下水は概して

圧力面は高いが，一部を除けば必ずしも湧出量の大きい

帯水層ばかりではなく，特に臨海部に1おいては2，3の深

井戸を除くと2，000血3／日以上の揚水を行つている井戸

は見当らない。したがつて既存工場にあつても水源の確

保，用水量の充足のため種々の問題に遭遇Lており，ドこ

れと闘つているというのがこの地域の現状である。いま

その若干例についてふれてみよ5。

　循畷水の使編　一般に用水に対し高度の循環利用が行

われている。東海電極株式会社中越北工場では，柳原川
一
お
よ び大谷川の水田用水末端から取水しているが，600

m31日の取水可能量に対して実際生産現場の消費水量は

11，500m3／日（主として冷却用）で，その反復利用率は19

借に及んでいる。また燐化学株式会社においては，深井

戸の水を冷却に使用後，揚水中の井戸に注入還元して地

下水補強を行つている。還元水量がほとんど80％前後

に達している井戸もあるが，水温の上昇は工場操作に影

響を与えるほどには認められていない。なおこのほかに

も循環水使用の例は少なくない。

　井戸の干渉，揚水の制約　工場周辺の民家においては

多数の自嘲生掘井戸が利用されている関係上，工場の深

井戸の揚水に伴ないこれらが影響を受け，自噴が停止す

る結果種々の紛争が起っている。そのような紛争の起つ

た比較的顕著な範囲は第2図（昊東地区）および第3図

（臭西地区）に示してあるが，特に湧出量の少ない帯水層

に依存している部分ではその傾向が著しい。また接近し

た工場間には深井戸相互の干渉もみられる。このため深

井戸利用の各工場では，周囲の既設井に対して問題にな

るような影響を与えない範囲に揚水量を制約することを

余儀なくされており，井戸の改廃もかなり激しく，その

結果として一定量の用水量を確保することに困難をきた

している例が少なくな：い。

　このほか地下水位の自然低下は全般的に認められ，臨

海部では自噴の止まったところもある。しかし工場群の

集団揚水に伴なう塩水の呼び込みあるいは地盤の沈下な

どについては，まだ問題となるような段階には至つてし・

ない。

水源の管理　高岡市小矢部川右岸に位置する臼本曹達

株式会社の工場では，構内において昭和28年当時すで

に深井戸8本』打ち込み井戸25本を掘盤し，地質的に

赤色砂層の良水地帯と青色砂層の不良水地帯とを区別し

現在自由面地下水を牧水する2本の管井戸（孔径750mm

および300mm）をその良水地帯の一端に施設し，その

両側に観測井を設け，水位変化を連続的ビ観測しながら

揚水量の調整を行い～隣接部落に対する影響が生じない

よう監視している。こΣではこのほかに夏季冷却用水の

補給用に深度63mの深井戸の水を用いている。

　このほか各工場の用水源調査票を参考として実地に検

分した結果では，この地域内各工場の用水源に対する関

心はほかの地域に比較して一般に高いように・思われ，そ

れだけ水源確保を要望する度合も大きいものと判断でき

る。

4．周辺部の地質

4．玉概観
越中平野周辺の地質は，飛騨変成岩類とジユラ紀の手

取層とが基盤になり，その上に第三紀層が堆積し平野部

の方に向かつて発達している。急峻な山地を構成するも

のは不透水性の基盤岩類で，比較的緩い傾斜の山地に移

化する附近から第三紀層が露われ，これが平野部を取り

囲む形を呈して分布している。

　4．2地質構造
　呉西地区の高岡市西部から石動町にかけて第三紀層山
　　　　　　いするぎ地の東縁に沿い，石動断層が存在している。高岡市岩坪

附近ではこの断層は小矢部川敷地下に推定されるが，電

探結果によるとその落差は60～70mで南東側が落ちて

いることとなる己井波町東方八乙女山にはじまる鼻状構

造は金山村および呉羽山まで延び，越中平野を東西に2

分している。

　第三紀層は地域南部では概して北方，東部では北西方

また西部では南東方にそれぞれ傾斜しており，巨視的に

みれば越中平野を中心とする盆状構造が推定できる。

　4．3層序
　飛騨変成岩類を基盤として下から順に，

　楡原劉層（中新統下部）　厚さ最大180m

　稲岩累層　安山岩質熔岩・緑色擬灰岩，厚さ最大10Gm

　黒瀬谷累層　砂岩泥岩の互層，厚さ500m程度，医

王山では石英粗面岩質熔岩および火山性堆積物　　　・

　城山累層　下部～凝灰岩，上部～泥岩，厚さ100m・

－音川累層　臭羽山丘陵から八尾町附近に拡がる丘陵地

帯を構成する地層の下半部を占めて発達し，細～粗粒の

砂岩・泥岩からなる。
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　渠羽山礫層音川累層が発達する丘陵地帯の上半部あ

るいは平野周辺部の丘陵地一帯に広く分布し，厚さ100

m前後。飛騨変成岩・安山岩・石英粗面岩などの礫を

主とする砂礫および粘土が不規則なレyズ状をなして堆

積している。

　段丘堆積層　平野周辺部に広く発達し，その一部は低

い丘陵地形を呈Lている。

5。呉東地区の壇下水理

　5．1　常願寺川扇欺地

　常願寺川は海抜高度240瓢附近から同20m附近ま

での間で，富山湾に向かつて約ス20。の角度に拡がる典

型的な扇状地形を形成している。この扇状地の東縁には

栃津川一白岩川，同じく南縁には神通川の支流熊野川

を擁し，そのほ黛中央に常願寺川の現河床がある。現河

床は顕著な天井川を呈しており，相当量の表流水が伏流

あるいは地下水に転化している。扇状地全体の地下水面

億地形に概略準じているが，水比抵抗測定結果によれば”

左岸側への供給は右岸側に比較して多少優勢な関係にあ

るように推定される。扇状地末端に当る右岸中新川郡新

川村地内には泉および寺田，また左岸富山市内には清

水』大泉・小泉・今泉および的場清水など，湧水あるい

はかつて湧水が認められたところがある。しかし地下水

位は扇頂部附近で最も深く，また井戸湛水深の大ぎい地

点の分布から推定すれば，水位の季節変化は左岸海抜高

度80m附近において最も顕著で，10m程度にも達し

ている（地下水面等高線図など省略）。

　なお常願寺川が地下水供給河川であるのに対して，神

通川は主とLて排水河川としての機能を示している。神

通川にあっては平野部に入ってからの本流の一部を除い

て，顕著な扇状地形はほとんど認められない。

　5．2地下地質
　5．2．1概　観

　常願寺川扇状地の束側には奨羽山礫層の上位に重なる

旧洪積期の砂礫層があり，丘陵地形を形成している。さ

らにその上位には段丘を形成している新洪積期の砂礫層

’が分布しており，大観すればこれらの堆積物が常願寺川

扇状地の地下比較的浅部に連続しているように推定され

る。また扇状地の西方，神通川沿い平野南部では，その

南側に八尾層群として一括される第三紀層が分布し，こ

の上に奨羽山礫層および段丘砂礫層が重なつている。し

た，がつてこXでも常願寺川扇状地と類似した堆積物が地

下に推定でぎる。

　神通川左岸には異羽山礫層の形成する丘陵が，その南

東側に北東一南西方向の直線状の急斜面を連ねている。

その北東端は富山市および婦負郡長岡村境界附近から牛

・ケ首用水路の東側に沿い，四方町の方向に僅かな比高差

の崖となって連なり，これにより先に述べたよ、うに奨東

地区と臭西地区とが区別されている。しかし，神通川右

岸富山市の森。・蓮町附近にも地形上これに相当すると考

えられる僅かな比高差が認められ，おそらくこの種の地

形は神通川両岸に存在するのではないかと考えられる．

　一般に常願寺川が堆積した砂礫層中には，巨礫が多数

含まれており，しばしば墾井に際して著しい困難をきた

しているが，洪積層が地下比較的浅部にあるとすれば，

沖積層に属するこれらの砂礫層は地区全体としては著し

く厚いとをま考えられない。

　5」2．2難井地質資料による比較（第4図参照）

　富山市南部および中部　神通川の支流井田川右岸に所

在する日産化学株式会社富山工場の用水源井である18

本の深井戸の墜井記録によると，深度10～20m間に3

～4mの灰色～黄色粘土層がある以外は砂礫層が連続し

ており，深度60mの13号井の52m附近に黄色粘土

層が記録されている。こ」から東方，神通・常願寺両川

の中間に所在する日清紡績株式会社富山工場では，37’一

47mまでの間，約80％は巨礫混りの砂礫層よりなり，
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微砂および砂質粘土の層を陛かに挾み，これ以下の深度

では礫混りでやΣ硬い粘土層が優勢となり，少なくとも

73mまで連続している。特に湧水能力の大きい部分は，

深度45mおよび75m附近の薄い砂礫層となつてい

る。また日本繊維工業株式会社富山工場の深度60mの

井戸では，10m前後に腐蝕土層を挾むが，それ以外は

上記日清紡績の場合に類似している。神通川右岸旧川敷、

地内に位置する富山市安野屋上水源井では，深度25m

程度まで細砂礫の堆積層よりなり，それ以深も粘土層を

挾んだ砂礫の厚層となつて，深度97mのうち88mま
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で連続している。

　富出市北部　神通川下流右岸に所在する倉敷レーヨy

株式会社富山工場では，‘深度40mまで砂泥の互層でそ

れ以深は砂礫層が連続し，75m前後で凝灰質の泥層に

当つている。この泥層の部分は前記安野屋上水源の88

m以下，日清紡積の73m以下および日産化学の52m

以下の部分に相当L，あるいは第三紀層の一部ではない

かと，思われるq

　倉敷レーヨソ株式会社の北側に当る昭和電工株式会社

富山工場では，深度20mまで細砂・泥互層で，それ以

下40m前後まで細砂礫層となり，粘土層を挾んで50削

60m問にふた」び細砂礫層があり，これが牧水に値す

る帯水層となつている。臨海部に所在する株式会社鉄興

社富山工場では，深度10～25m聞に砂礫層があり，60

mまでは各数mの厚さの細砂および泥の互層が主体を

なし，．60m以潔は各0。5m程度の厚さの砂・粘土の互

層となつている。

　魚津市　日本カーバイド株式会社魚津工場では，深度

35・》40m前後と50～70mとに砂礫層があり，これが

良質の帯水層となつている。このうち50～70mの砂礫

層の方は洪積層に属するものであろう。’

　5．2．3　電気探査による補足

　神通川および常願寺川流域において，メガーおよび島

津型探査装置を用いて4極比抵抗法による電気探査21

測点をとり，地下地質の推定の参考に供した。その結果

は概略次のようにまとめられる（測点位置第2図参照）。

　1）富山市西側の丘陵を形成する異叩山礫層は，みか

け層比抵抗20，000～30，000Ω・cm台で，この程度の層

比抵抗を示す堆積層は富山市南部および南西郊外め地下

には推定されない（測点No．2～5）。神通川右岸，富山

市北部および常願寺川下流部の30～60m以深にむしろ

これに近い層比抵抗を示すものがある（測点No．6～9

およびNo．13～・15）0

　2）富山市南部日清紡績附近あるいは南西郊外日産化

学附近では上層部から層比抵抗が著しく高く，測点No。

．4では日産化学の13号井の地層断面に示されているよ

うに，深度50m前後からさらに高い層比抵抗を示して

いる（70，000～80，000Ω一cm）。またその比抵抗曲線形も

起伏に乏しく，砂泥の厚層を推定させる。この点同地層

断面中の53m以深が第三紀層であろうという前述め推

定が電探結果によつてもある程度裏書きできる。

　3）神通川下流部では，これに相当する不連続面は深

度60’》80m前後，また測点No．13では70m前後

に推定される。

　4）富山市北部および常願寺川下流における測点No。

6，8～9およびNo．13ρ》15でほ，深度30～6“m前後

まで10，000Ω一Cm台の層比抵抗を示し，これ以深にお・

いて昧いずれも漸増しつつ深部に至っている。既存の墜

，井記録に乏しく具体的には明瞭でないが，たとえば倉敷

レーヨyの墜井記録から推定すれば，上層の砂・泥互層

に対して砂礫層に移る深度より以下では，層比抵抗が高

くなる概賂の傾向が認められ，おそらくこの砂礫層は臭一

羽山礫層あるいはその上位に重なる洪積層に相当するも

のであろう。、

　5）　したがつて呉東地区の臨海部における容水地盤の「

厚さは60m前後，最も厚い部分で80m前後で，そ

れを支える不透水層は第三紀層（多分音川層）と推定され

る。なお常願寺川扇状地中央部においても概略これに近．

い状態を示Lている。た窒し容水地盤についての細部の

区別は，いずれの場合にも明瞭ではない。

　5．3地下水理
　5。3．1富山市およびその附近の地下水理

　富山市およびその周辺における飲料適の良水の賦存潔

度は，南から北に向かい漸次深くなつているが，東西方

向にもかなりの変化がある。飲用井の墾井深度はいたち・

川附近で10m，いたち川右岸で30～40mで，いずれ

も自噴性の良水層に達する。しかしいたち川左岸ではこ

の深度では良水は得難く，大泉・木町附近で30m，西

町で35m，堀川附近で60血，安野屋・安住町附近で100・

mに達し，深度が大きいうえに特に市街地南部では巨．

礫層に当るため，一般民家の井戸掘馨は制約されてい・

る。現在この地区における潔井戸としては富山市上水

道の安野屋水源井（深度90m，孔径12’一10吋，揚水量

1，000m3／日）：および同安住水源井（深度97．2m，揚水量

800m3／日）のほか，国鉄富山駅（深度63m，最大揚水量1

1，300m3／日），大和ビル・電気ビルなどの1水源井があり，

いずれも深度60～100m程度から牧水している。しか・

し神通川右岸異羽地区の田苅屋附近では深度30mです

でに良水が得られている。

　一方富山市東部の新庄地区では深度45m程度，常願

寺川沿い藤の木ではふた＆び30m程度，また富山市北

部の森・蓮町および豊田附近では50m程度が飲用適の

地下水賦存深度となるが，これから常願寺川河口の方に

向かつては漸次深度を増加し，70m前後にまで達して

いる。

　5．3．2被圧面地下水の水温および水比抵抗

　比較的正確に測定された深井戸の水温および水比抵抗

を第6表に示す。一見この水温は不規則に見受けられる

が，概略次のような傾向を示している。

　i）富山市街地附近では深度20～40m間の帯水層が・

！3～150C，50～60m間が17～17．50C，7か》80m間が・

180Cで，このうち17（・18。Cの地下水は洪積層中のも
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第6表　臭東地区深井戸の水温および水比抵抗

井戸所在地 桝網水劇水縢籍
3・～4d、躯、51・2，…～

43’》70i　　　12，500
38～43　i14。5～15　10，400

キ
日本カーバイドK．：K．魚津工場

東海電極製造K．K．中越工場
・日曹製鋼K．K．岩瀬工場

K．K．鉄興社　富山工場
昭和電工K。K・富山工場

倉敷レーヨンK．K．富山工場

北陸電力K．：K．富山発電所
興国人絹パルプK：．K．富山工場

4日曹製鋼K．K．富山工場
日本海重工K．K．富山工場

富山港船舶給水井

・。富山製紙K．K．

K．K．大谷製鋼所　立山工場

燐化学K．K：．

ゆ日本海ガスK．K．富山製造所

国鉄富山駅富山市安住町上水源井
　グ長江町　〃

、日清紡績K．K．富山工場

、日産化学工業K：．K．富山工場

敷島紡績K．K：．笹津工場

日本力一ボンK．K．富山工場・

鞘1：畢1
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6，240

鑑急懸穐’艶篶．川　’　一　＼　　　　寺獄　川デ！

　・。　．獣、既

1、4獅悔婆
第5図　常願寺川下流部塵力面等高線単位m

6’G80　は第5図に示してあるが，このうち比較的高い部分の1

9鰹っ嘱姉繭樋過する西合・用描（常購川釦
5，120　用水の西分水路）沿いにあり，株式会社鉄興社富山工場
6，000
7，400　東方に連なつている。電気裸査の結果においても，同工

　　　場東方（測点No．．14附近）に容水地盤の厚さが最も厚
10，000

　　　い部分が推定されるが，これは圧力面の高い地帯と概略

竪・000　一致している。またこのさらに前面，富山湾底には溺れ

・10，500　谷の1つが認められるが，これら溺れ谷と地下水理との

9’600　関係に・ういてはなお研究の余地がある。
6，650
6，600　　一方富山市街地南東部にみられるよう一に，自噴帯には

12，000～
　12，500季節的消長が認められる部分がある。こ＆では自噴帯が

6・1騙縮少しているという嚇な事実曜めら純いが・富山

　　　市岩瀬地区から市街地東部にかけて分布する自噴性掘抜

　　　は，その湧出量が最近に至って漸次減少の傾向をたどつ

のと推定される。

　2）臨海部では比較的浅層でもユ7～18。C，また南方

の山麓沿いでは洪積層中の地」ド水が相当深度でなお12

閲
～ ’130Cを示している。

　また水比抵抗については，深度40m程度までが，

U10，000Ω一cm以下，40m以深の水が10，000Ω・cm以

上を示す傾向があり，全体としては上流側（南方）から下

－流側（北方）に向かつて低くはなるが，臨海部でもなお比

較的高い水比抵抗を示しているのが特徴である。

　5．3．3　自噴帯

　第2図に自噴帯の限界が示されている。この自噴帯の

区域内には自噴井が分布しており，それらの自噴圧水層

への到達深度は区域の南から北へ向かつて漸次深くなつ

ている。自噴帯内における被圧面地下水の圧力面の概況

ている事実は否定できない。おそらくこれは背面におけ

る地下水供給量の減少とともに，地下水利用量が増加し

ているためと考えられる。現状に関する限り，著しい井

戸相互間の干渉は認められない。　　　、

5．3．4地下水の流動

渠東地区全体に亘り水露頭にっいて水温・水比抵抗お

よび溶存酸素を測定した結果は第6～8図に示Lてあ

る。これらの測定結果を勘案し，地下水の流動状態につ

いて綜合判断すると概略次のようにまとめられる。

F自由面地下水

1）常願寺川の表流は中新川郡立山村横江附近から漸

次河床下に没して，伏流を形成し，上滝町附近より川の

両岸に向かつて扇状地砂礫層中に供給される。

2）常願寺川左岸では富山地方鉄道立山線沿いに顕著

な透水帯（水比抵抗でいえばその値が高く，かつ減少の

度合が踵離の割合に少ない地帯）があり，同じく右岸で
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　　　　　　　　　　第6図奨東地区地下1水温等値線（軍位。C）
　　　　　　　　　　　　細線は自由面地下水，太線は被堅面地下水
　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　つては著しく拡がらず，むしろ潔層に向かつて供給され

　　　　　　　　　　　　　ノ／

〃、禰熊《。

は同鉄道五百石線の西側までの範囲にあつて特に強く地

下水が供給されている。た父し右岸側は左岸側ほどでは

ない。昭和29年1月富山県庁耕地課で測定した地下水

面等高線図によると，右岸側への供給はむしろ横江附近

より右岸山沿いに直接行われているように認められる。

　3〉」般に扇状地の地下水は直上から滲透する天水の

影響を顕著に示しており，天水の直接の供給量もかなり

の量が加わっているものと推定される。

　4〉神通川の支流熊野川右岸においても表流の地」ド水

への転化が相当量推定できる。富山地方鉄道立山線を概

略境界として，これより南側は北側（地下水温13QC，か

つ溶存酸素量が多い）に比較して高温（150C）でかつ溶存

酸素量が少ない。

　5）神通川右岸には牛ケ首用水路に沿い，若干の地下

水供給が推定される。

　6）　常願寺川常盤橋より下流では，伏流は側面に向か

る傾向を示している。そのうち右岸側に向かうものが有

力である。

　被圧面地下水

　1）富山市岩瀬工業基地を含む自噴帯の西部には透水，

度の低い部分があり，そのために背面扇状地からの地下

水供給が沮害され，その下流側ではむしろ神通川の表流

からの供給を受けている部分がある。

　2）岩瀬工業基地の東半部は常願寺川常盤橋附近から

深層に向かう地下水の供給を受けており，これにより岩

瀬地区の被圧面地下水の大部分がまかなわれている。

　3〉概して細粒の堆積物が分布している割合に富山湾

底に向かつて地下水が押し出している傾向が強く認めら

れる。

　5．3．5深井戸揚水量に対する水位降下の関係

　蒐集し得た深井戸揚水量と水位降下との関係に関する

13一（253）
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ぺ

第7図臭東地区地下水水比抵抗等値線（単位Ω一cm）

　　細線は自由面地下水，太線は被麗面地下水

記録32について，その牧水深度と帯水層の地質とを考

慮して解析すると，第9図（a，bおよびc）に示すよう

に，富山市内における深度60～90mの帯水層（富山市

南部では深度50m以浅）が比較的すぐれていることが

わかる。この場合で概略東京下町における深度120～130

mの深井戸群に匹敵している。これに比較して深度40．

’～60mの帯水層は遙かに不良で，特に臨海部に近い神

、通川右岸の帯水層では揚水量に対する水位降下が著し

い。これらを通じて全体とLてみれば，1本当りの深井

戸揚水量は1，500m／3日程度に抑制しておくべきであろ

う。

6．呉西地区の水理地質

　6．翌　庄川扇黙地

庄川は北西に向かつて約700に開いた扇状地を形成し

ている。現河床はその東端寄りに位置し，他方西端には

小矢部川の流路を擁Lている。地下水面は扇状地南半に・

あつては地表勾配と少しく相避し，地下水面等高線によ

ると，扇頂部よP下流約4kmの間にあつて表流水が地

下水に転化している関係が明らかに読み取られる。地下

水位は扇頂部に向かつて深くならず，むしろ：N15QW

の方向，すなわち戸出町・砺波町太郎丸・福野町北東部

を連ねた方向が最も深く，その水位の深い地帯の南端が

僅かに井波町の方向に向かつて延びている。水位の年変

化の最も大ぎい部分と推定されるのもまたこれに概略一

致した地帯となつている。庄川の表流水そのものは小牧

ダムによつて流量調節が行われており，その発電後の放．

水はまた庄川合口用水および，そのほかの用水堰により

取り入れられ，常願寺川ほどでないにLても漸次減少し

ており，これに伴なつて両側への地下水供給量も減少の

傾向をたどつていることが推定できる。

供給河川である庄川に対しほとんど排水河川である小

14一（254）
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矢部川は，石動断層の推定延長方向に流下しており，尚

岡市に入りその流域にクロールおよび炭酸にとむ鉱泉群

を伴ない，かっ水田および染色工場の排水や都市下水を

混じ，や鼠異常な水質を呈するが，神通川同様その

流量が年間を通じて比較的安定しているので，従来

から下流部では重要な水源となつている。

　6．2水理地質

　6．2，玉概観

　庄川水系右岸には臭羽山礫響上に，璽なる段丘壇i積

層が上流より下流に向かつて連続的に発達してい

る。また庄川が山間部から平野部に現われる出口の

附近の井波町から南西に向かつては山麓沿いに扇状

地が発達するが，小矢部川流域においてはふたxび

南方から北方に延びる段丘が現われる。小矢部川左

岸には第三紀層の山地が直接平野部に接して聾えて

おり，石動町より下流にあつては南西より北東へ延

びる石動断層に関係があると推定される急斜面が，

小矢部川左岸に沿つて臨海部まで連なり，高岡市

伏木地区に至つて僅かにその山麓に段丘を伴なつて

いる。しかL高岡市街地中央には洪積層と考えられ

る粘土質砂礫層が露出する高岡公園の丘陵があり，

上述の段丘の分布と併せ考えると，異西地区平野部

には地下浅く洪積層が連続分布しているものと推定

されるρ

　6．2．2墜井地質資料による比較（第10図参照）

　砺波平野　砺波町中越紡績株式会社の潔井戸では

深度55mまで巨礫混りの砂礫層が連続し，また井

波町臭羽紡績株式会社臭羽工場では，巨礫混りのさ

らに厚い砂礫層が認められる。

　高岡市西南部　鐘ケ淵紡績株式会祉高岡工場では

深度30～40mまで青色粘土および礫混りの砂泥互

層よりなり，これ以深は赤褐色粘土および赤褐色砂礫を

特徴とする堆積層に入る。高岡市上水源弁7本のうち少

なくともNo．1，2およびNo．3井にあっては，深1

度70～80m前後まで大礫を伴なう砂礫層が優勢で，こ

れ以深に赤褐色の砂質粘土層が現われ，くるみ殻を含む

砂層を混えるに至る。日清紡績株式会社高岡工場では，

深度20m前後まで砂泥互層よりなり，これ以深では細

砂層が少なくとも深度120mまで連続しており，この

間50甲前後に粗砂層を挾んでいる。小矢部川沿いに位

置する高岡市国吉鉱泉の泉源井では1深度7m　まで砂

礫，同じく20mまで粘土，50mまで砂礫，70mま
で砂質粘土および砂となり，これ以深が第三紀層と推定

される。

　高岡市臨海部　小矢部川左岸あるいは小矢部川・庄川

中間地帯に分布する工場群のうち日本薯達株式会社高岡

工場には多数のボーリyグ記録がある。これらのうち多

くのものでは，深度6倣nまで上半が砂質粘土層，下半

が砂礫層よりなり，60m前後で第三紀層に入つている。
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第10図昊西地区繋井柱状地質図

また東化工株式会社能町工場では，深度40mまで砂泥

互層よりなり，これ以深では厚い砂礫層を伴ない90m

に至っている。

　小矢部川左岸に所在する東亜合成株式会祉二神工場で

は，砂泥互層の下位，深度50mで第三紀層に入つてお

り，この砂泥互層は臨海部に向かつて厚さを増し，中越

パルプ株式会社能町工場で40m，さらに北方小矢部川

湾口に近い日産化学工業株式会社伏木工場，東化工株式

会社伏木工場および東亜合成株式会社高岡工業所などで

は90～120m前後，’庄川河口に近い日本鋼管株式会社

富山製鉄所では90mまで連続している。そしてこれら

の深度以下ではいずれも固結度のや玉高い粘土層が現わ

れる。なお庄川右岸に位置する新湊市上水源井の記録に

ょれば，東方放生津潟の方に向かい，この固結度の高い’

粘土質堆積層の上限はかなり急激に深まつているようで

ある。

　窃，2．3電気探査による補足

　高岡市周辺において9測点，小矢部川流域において特

に石動断層検出の目的で30測点（この一部分は高岡市役

所橋本正彌氏の協力によつて実施Lた）の電気探査を行

い，地下地質の推定の参考に資した。その結果は次のよ

うにまとめられる。（測点位置第3図参照，特に高岡市西

部における石動断層の検出については参考文献7参照）。

　1）．砂礫層および粘土層よりなる沖積層は小矢部川敷

で層厚最大30m，高岡市上水源井附近で同じく10m

余，高岡市東部中川附近で20m程度と推定される。

　2）　この下位に見掛けの層比抵抗7，000～8，000Ω一cm

）小矢部川敷）より東に移るに随い漸次高くなり20，000

Ω一cm（高岡市上水源井附近）にまで至る堆積層が分布

し，さらにその下位に，10，000Ω一cm台で比較的一定し

た見掛けの層比抵抗を示す堆積層が認められる。

　3）7，000《ノ8，000Ωcmより20，000Ω一cmに変化す

る堆積層は高岡市上水源井の牧水層の深度に相当Lてい

る。上水源井附近では深度70m前後まで粘土層を挾む

2層の砂礫層があり，それ以深は砂層に．とみ，したがつ

て見掛けの層比抵抗も上部に比較すれば低いことが考え

られる。

　4）　第三紀層は10，000Ω一cm台の層比抵抗を示し，

高岡市水源井附近では深度130《・140m以下と推定され

る以外不明であるが，この連続と考えられる堆積層は石

動断層の延長部が推定される小矢部川を越してその左岸

匠おいて急激に浅く認められるようになり，そのま』西

’
側 の第三紀層の露出している山地に連なつている。この

点からみても高岡市岩坪および長江の鉱泉群は石動断層

に．関連するものと推定でぎる。

　5）高岡市街地南東の測点No．57～59および臨海部

の測点：No．51・一56における測定結果ではいずれも見掛

けの層比抵抗10，000～20，000Ω一Cmを示し，概して厚

い砂泥の互層を推定させる。測点No．60（高岡市能町）

の深度70m前後に推定される不連続面は測点No．54

以東ではかなり急激に深まる様子であり，．またNo．57

からNo．59の方向にも多少深くなる傾向が認められ

る。た黛L第三紀層の上限はさらに深部になるものと予

想される。
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第7表　，呉西地区深井戸の水温および水比抵抗

井戸所在地
敢水深圏水温水比抵抗

臭羽紡績K．K期工場　1
　　ゲ　　庄川工場

・日本高周波鋼業：K．K：．富山工場

・新湊市上1水源井

・三越金属工業K．K．
・東化工K：．K．伏木工場　・

・巨産化学工業K：．K，伏木工場

日本曹達K．K：．高岡工場

中越パルプK．K。能町工場
東亜合成化工K．：K．二神工場

北陸軽金属K：．：K．

新興工業K．K．

日清紡績K．K．高岡工場

・中越印刷K．K．木津工場

興進製紙k．K：．’

高岡市上水源第1号井
　　ヶ　　　　2

　　ヶ　　　4
鐘ケ淵紡績K．K：。高岡工場

中越紡織K．K．

臭羽紡績K．K．井波工場

．m＊1 CC

20～30
（60）

（60）

70～73
　〃

　ケ
　シ
100戸》135

139～148
151～160
　45
60（ノ75

（100）

（216）

曳65）

（66）

70～73
（33）

15～18
70～80
（15）

（45）

（64）

（73）

　15。5
　13．5
　14．5
15．5戸》16＝

　16
19～・16．5

19’》16．5

　15．5

　17

　14
ig．5～20

Ω一Cm

められる。しかもその面積は100km2り、上に及び，：奨

東地区の自噴帯よりなおいくらか大きい。圧力面の測定

結果は第11図に示したが，それによると異西地区にお

120～130
102～127

63～69
51｛・60

70飼75
45’｝58

59｛・62

66酎73

　8～27
20解30
50｛’70

　16
　15．5

　15
15’》15．5

　17．5

16｛ノ16．5

　18
　13
131㌣13。5

　14
14．5～16

　14
　13
12．5～13

17，200

7，100

12，700　ける高圧部の1つは高岡市上水源附近にあり・こNでは

14・750　地上10m弱にまで達する自噴井がある。また別な高圧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な

　　　　　干戴ノ侭

瑚　饗㌧∵。マ
馨㌧4纂．・濃釧

臨弧顛1。詳鯵、．
§綿　　第11図庄ノi；備3塵力面舗単位m

　7，200

2，500

1，200

　500

2，500

・6．5～・71・，・2・

13

13（ノ13．5

13戸》14

13．5～

　14．5

＊（）は井戸深度を示す
・昭和29年10月測定，それ以外は昭和28年40月測定量2，200m3／日）のが現在では揚水水位を地下30mにま

12，700　部は大門町附近と放生津潟とを結ぶ方向にあり・いずれ

1廊。。赫購撫よつ砺され磁下水の主要嫌動舳と
8，090　概酪二致した関係にある。特に後者の高圧部の方向には
6，200

　　　地下地質調査結果より推定される不透水層表面の谷部が
13，300
　　　概略一致して連なつており，またその両側の低圧部は掘
14，500
　　　抜井戸の肖噴停止地帯に相当している・なお自噴帯の東

15・000西両側にはかつて自噴してV・た昌・う地帯が認められ・

13，500　小矢部川下流左岸の日産化学工業株式会社伏木工場の2

　－1　号井（旧伏本港船舶給水井》深度192m，第10図参照〉・

　一　　『などでは昭和4年墜井直後には地上6．7mまで自噴し

　　　ていた（自噴量，1，600m》日，揚水水位0．75mで揚水

錫．3地下水理
6．書．1被圧面地下水の水温および水比抵抗

笑測した被圧面地下水の水温および水比抵抗を第7表

に示した。このうち水温にっいては次のようにまとめら

1語、る。

　1）臭東地区に比較して平均10C前後低い。

　2）高岡市南部では深度70m前後までの滞水層が

13～15。C，それ，以深は150C以上となる。

　3〉60～80m前後の深度について内陸部より臨海部

に向かい，130C台から17。Cまで漸次高温になつて行

く状態が比較的よく認められる。

　また水比抵抗については第13図中に一括して示して

ある。

　㊧．3．2　自噴帯

　第3図に示したように昊西地区においても自噴帯が認

で下げて使つているという状態である。

6．3．3　地下水の流動

臭東地区の場合と同様，水温・水比抵抗および溶存酸

素の測定結果を等値線で表わし，第12～14隅に示した。

地下水面等高線（図は省略）を考慮し，地下水の流動状態

を要約すると次のようにまとめられる。

一
自 由面地下水

　1）庄川は庄川町青島附近から現河床沿いに少しずつ

表流を側面に供給Lているが，大観すれば左岸に向かつ’

て奥深くまで達するような顕著な透水帯はない。

　2）小矢部川本流と支流山田川との合流点附近から小

矢部川右岸に沿って顕著な透水部が連なり，高岡市西南

：部にまで及んでいる。

　3）塚上の中間に位置する福野町・砺波町附近は厚い

砂礫層の発達しているのが特徴であるが，地下水の流動
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　　　　第12図奨西地区地下水温等値線（単位。C）
　　　　　細線は自由面地下水，太線は被躍面地下水
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熟礁しており，その結果工場の餅戸の鋤に働

　　　う塵かな水位降下によつても民家の掘抜井戸に対す

　　　る影響が生じ，とかく問題になり易くなつているた．

干’

り下流の右岸側新湊市背面に向かう有力な透水帯が

推定される。

　6．3．4深井戸揚水量に対する水位降下の関係

　蒐集した深井戸揚水量左水位降下との関係を示ず

記録24についてまとめると，第9図のdおよびe

となる。このうち高岡市街地南部の深度30～60m

の帯水層は著しく有力で，大垣市における工場用深

井戸群のそれに概略匹敵している。これに対して高

岡市伏木地区および新湊市など臨海部における深度

50～80mの帯水層は遙かに劣つており，また奨羽

山礫層中で牧水している異羽紡績株式会社臭羽工腸

の深井戸もこの類に近め。

　一般に本地区では工場の深井戸揚水に伴ない附近

民家の掘抜井戸の自噴が停止した例が多く，かっそ

の影響範囲も岩瀬地区に比較して概して広く認めら

れる（第3図）。特に高岡市木津および同市街地附近

の井戸群および大門町附近の井戸群は，被圧面地下

水の主流部に相当する圧力面の高圧部に位置してい・

るにもかかわらず，その影響紅囲はかなり広範囲に

及んでいる。これはこうした地帯では井戸により概．

、して多量の水が得られるので1附近に工場・民家が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駕購　　　　　　ぺゆ　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　キ　　ま　　お　ロ　ぐ

　　　　『骨．鞭　一，膓
第14図　奥西地区地下水溶存酸素含有量等値線（単位cc／L，自由颪地下水のみ）　1

は概してに．ぶい。

．4）庄川中田橋より下流に至って漸次左岸に向かつて

表流が強力に供給される状態となり，これらが臨海部一

円の深層地下水の主要な供給源となつている。

　5）　自噴限界の上流側に500～1，000mの幅員をもつ

て東西方向に連なる嘗由面地下水の湧水限界がある（第

3図）。

　被圧面地下水

　1）高岡市臨海部を含め，自噴帯の西南部に当る高岡

市東五位附近には，小矢部川からの地下水が供給されて

おり，支流千保川筋高岡市上水源井附近には庄川からの

地下水が供総されている。た璽し後者は高岡市市街地に

至つて高岡公園に露出する洪積層に遮られて，その流動

がいくらか妨害されているように．みられる。

　2）臨海部に向かつては別に庄川の現河床沿いから伏

．流が側面に向かつて直接供給されており，特に雄神橋よ

’めと考えられる。これに比較すれば岩瀬地区ではま

だ主流部の地下水利用がなされておらず，したがg

て井戸1本当りの揚水量も比較的少なく，しかも工．

場と民家の地理的関係も概Lて距たつているので，

揚水に伴なぢ影響はそれほど目立つていない。

　以上要するに工場周囲の自噴井に対する影響を考

慮しない限り，高岡市の場合，南部においては元来湧水

．量が大きいのであるから1本当り3，GOOm3／日程度を見

込んで計画できる。これに対し臨海部にあっては，揚水

に伴なう水位降下が実際に大きいから1本当り1，200

m／3日程度に抑制しておくことが必要であろう。

　6．4庄川・紳通川中間地区地下の地質と水理

　6．4．1概観
　異西地区のうち庄川。神通川中聞に拡がつている海岸

平野（新湊市および婦負・射水両郡）にあつては，その臨

海部で潔度50（・60m程度まで砂泥の互層が連続し，小

矢部川あるいは庄川の下流部と類似している。一方海岸

平野の背面には現在の神通川河床より30m高い位置を

頂部とする扇状地（婦負郡池田村および朝目村など）があ

り，その末端は地形的には不明瞭で，あたかも平野地下

堆積層に連なつている観があるので，この砂泥の互層は

扇状地形成当時あるいはそれ以後の新しい堆積物と推是
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される。もしかりにこの秒泥の互層が古期沖積

層であれば，本地区における沖積層の厚さはか

なり厚い部類に属することとなる。なおこれ以

深の部分には粘土質砂礫層と砂層との互層が発

達しており，この地区の掘抜井戸は域上2極の

堆積層にそれぞれ水を求めている現状である。

またさらにこX数年来ガス井戸が掘墾されるよ

うになり，昭和28年末には深度220mの深井

戸が地下水とともに天然ガスを産出している。

　これらの掘抜井戸によつて求められたこの地

置の地下水中のクロール含有量は，第15図に

示すような等値線で表わされる。また自噴帯と

しては庄川流域の自噴帯に連なつており，その

』水の供給源も直接背面の丘陵地以外に，庄川流

域の地下水に負うところが多い。

　6．4．2粘土層の分布

　墾井地層断面によると，臨海部で深度30～

70m間に20m以上の厚さの粘土．層があり，

かなりの範囲に亘り地理的に連続している。昊

東地区では，昭和電工株式会杜富山工場で10

阻程度の厚さの粘土層が深度15～25m間と

40～50m間とにあり，臭西地区庄川流域では，

日本鋼管株式会社富山電気製鉄所で30mの厚

さの粘土層が深度、15～45m間に，また鐘ケ淵

紡績株式会社高岡工場で20mの厚さの粘土層

が深度20～40m間に認められる。これらの粘

土層は必ずしも一連のものではないが，本地域

の相当広い部分において概略同程度の深度に分

布Lており，しかもその下側の帯水層からおも

に揚水している実状からみると，この部位から

二‘旦過剰揚水が行われた場合には地盤沈下を生

ずる可能性が考えられる。

　6．4．3　牧水層と採ガス層との関連

　前述の粘土層を挾んで，この地区の掘抜井戸

の牧水深度は30m以浅のものと60m以深の

ものとに大別される。Lがし上下いずれの帯水

層についてもそのクロール含有量等値線は類似

の形を呈Lている。

一
豆

撫

愈

伽

＄

●

i＼

　ガスは深度20～4Gm以下に産するが，既設の水井戸

との干渉を考慮して，ガス井戸は100m以浅では採取

を行わない方針でガス採取に当つている。したがつて現

在の産ガス層はすべて100m以深の．数枚の砂礫層に求

められている。

　なお本地区南束部の異羽紡磧株式会社異羽工場の深度

90mの深井戸は粘土質砂礫層がおもで，全体が臭羽山

礫層に属するものと推定される。
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　7．童概観

　この地域の陸水の水質は固形物の少ない点が特徴で，

特に珪酸含有量の多い本邦陸水の一般的傾向に反して，

著しく珪酸の少ない点で工業各部門の用水として国内第．

1級の良水と認められる。

　奨：東地区では常願寺・神通両川がpH7．3～7．4程度
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第8表主要工場その他用水源井の溶存無機分

地区

臭

東

地

区

異

西

地

区

No．

　5

　8

　6

　7
50

51
52
53
56
57

58

59

60
79

軸44

45
49
62
63
70

73
74
76

　9
12

104
10
14
20
21

24

33

37

85
90
41

所　　　在　　　地

富山市安住町上水源
〃

’ケ

〃

〃

〃

ケ

ヴ

〃

〃

ゲ

，ケ

，4

，〃

グ

〃

ゲ

ヴ

，ク

ヴ

ク

〃

，ケ

〃

〃

長江町．”
日清紡績K．K．富山工場
　　　　コグ
国鉄富山駅

燐化学K．K．

　　〃
　　夕
　　多

日太繊維K滋．
不ご越鋼材工業K．K．富山
　工場
　　　　グ　　　　　　　　　　　グ

　　　　，〃　　富山製鋼所

岩瀬市営船舶給水井

K。K：．鉄興社富山工場
大広田自噴井
鍋田広田小学校
豊田自噴井
奥田　ケ

米田　ケ
蓮町　ヴ
中島　，グ

昭和電工K．K．富山工場
　　　　　　ク

　グ　倉敷レ酔ヨンK．K．富山工場
　ク　的場の清水
　・ケ　山室中学校
上滝町上滝小学校
上新川郡大庄小学校

　ケ　月岡　ケ
　　ケ　大沢野町日本カーボソ
　　　K．K．富山工場
　〃　　ケ　敷島紡績K．K。富山
　　　工場
一富山市日産化学K．K．富山エ場
　ク　　　　　　　　　　　　　ケ

上新川郡神保小学：校

　2

86
88

107
106

89
・93

97
96
102

101
100
艇
74

151

153
87

　4

井戸別

2号井
3号井
63m井
3号2吋井
11号井

5号井
3号3吋井
1号

6号

A井
B井

1号井

2号井

高畠井戸

75m井

1号井

11～12号井
13号井

婦負郡異羽村紡績K．K．呉羽工場
高岡市木津上水源井
　ケ　　　　　　　　ク

　ケ　日清紡績K．K：．高岡工場
　ク　　　　　　　　　　　、ク

　グ　鐘ケ淵紡績K．K．高岡工場
　ケ　　　　　　　　　　　ケ

　ケ　興進製紙K．K．
　コケ　　　　　　　　　　　ケ

　ゲ　日本曹達K．K．高岡工場

　ケ　　　　　　　　　　　ク

　ゲ　新林自噴井
　ケ　日本鋼管：K．K。富山製鋼所
東砺波郡中田小学校
　ケ’福岡　　グ

　ヴ　戸出　　ゲ
　〃　福野北部小学校
射水村大門町呉羽紡績K．K．庄川
　工場

3号井
1号井
4号井
1号井
4号井
1号井
2号井
1号井
3号井
浅井戸

深井戸

2号井

RpH羅物

7。3

7．6

7．6

7．7

7。2

7．1

7。1

7．1

7．3

7．4

7．3

7．2

7．1

7．3

7．0

7．0

7．5

7．2

7．0

7．6

7．5

7．7

7．4

6．9

7．6

7．6

7．2

7．5

7．4

7．5・

7．3

7．4

6。9

6．8

7．2

7．5

7．0

282
302
145
180
180

152
99
174
124
167

153

150

189
220
143
172

90
113
168
185
209

120
208
121
90
157

115
105
190
84
88

99

146

135

136
198
153

7．5　，175

7．3　　105

7．6　　　75

7．5　　264

7．5　　332

7．3　　80
7．4　　169

7．2　　185

7．2　　225

7．1　　118

7．2　　617

7．2　　127

7．2　2，146

7．2卜　59
7．3　　138

7．1　　119

6．6　　88

7．5　　63

Sio2

34

2
14
15

6
35
39
3．9

3．9

33

21

33

18．

14
20
38

27
22
17
10　・

23

25
20
17
18
28

10　、

35
15
19
14

10

39

21

22

8
17

43
13
18
42
39

14
12
12

9
16

43
6

25
15
14

14

9
31

Cl Fe203

7．O　　tr。

6．4　　グ

6．0　0．G3

7．1　0．1
5．9　　廿．

6。1　　ク

6．0　0．1
5．7　0．04
5．9　　tr．

5．2　　〃

6．5　　ケ

6．5　0．04

28．1　　0．12

34．1　　0．26

4．9　　tr．

5．5　　0．1

7．0　　0．1

5．4　　tr．

6．0　　〃

7．4　　〃

7．0　　〃

8．1　0．05

26．1　0．5

5．1　0．13

7．2　0．10

6．5　1．0

6．O　　tr．

7．0　　ヶ

6．1　　ク

5．5 0．4

6．810．1

5．9　0．1

37．4　　0．05

7．8　　tr．

7。1　0．03

7．5　0．27
7．8　　tr。

10．5
　6．7
　6．1

41．2
50．3
ラ．1

　7．4
　7．0
　6．5

16．5

146．1

　6．0
982．8
　5．1

10．5

　9．1

　8．5

　6．6

O．54
0．14
0．02
1．0

0，02
tr．

0．02
’tr．

　ケ

0．27

0．5

0．02
tr．

　グ

　ケ

0．05
0．18

0。40

Ca

23。0
25．8
17．6
20．1
25．0

19．7
21．0

・21。6

24．5

18，5

17．0
・16．9

　5．7

　5．7

13．2
23．0
14．0
20．3

17．7、

　8．5

10．3
　7．8

11．8
　8．2

11．0
11．7
14．6

17．8

　9

13．2
14．3
13．2

M：9

6．0

2．O

o．9

2．7

3．6

4．4

2．7

3．6

2．0

2．8

1．6

5．0

3．0

4．8

2．0

2．4

0．8

2．0

・0．5

1．8

1．6

2．7

1．4

0．9

0．9

2．3

1．8

2．0

4．8

1．6

SO義

　9

15
　9　『

24

13．5

　3

15
10．5

1
1
5

10．5

15

12

　3

12
12
12
12

　9

・15

15
45

　2
27

3（｝

24
27
27
30

1．5

10．5

12
12

・15

6．6　　1．2，

14．3　　1』6
10．5　・一

41．0　　6．4

9．0　　0．81

9．8　　－

ig．7　　1．2

5．7　　1。2’

12．5　　1．2

9．8　112
12．5　　1．2

20．3　、　1．6

16．9　　2．3

17．65　3．6

84
4．5

12

2
21

9
6
6
24

1．5

10．5
90
84
12

6
9
9

（衰pH：を除き単位mg加
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富山湾岸工業用水源地域調査報告　（藏田延男・村下敏夫・森　和雄）

　　で・流域の地下水も大部分アルカリ性で，RpHも7．4

　　～7。6程度のものが広く分布し，異西地区でも庄川が

　　pH7．2，その流域の地下水が大部分RpH7。2～7．5程

　　度を示している。たwJ・矢部川のみpH6．8程度で，

．　　その流域の地下水も酸性を呈し，特に支流山田川流域で

　　は酸性が強い。

　　　全地域に亘り広く採取した水試料209個のうち，臨海

　　部で塩水が混入している場合を除け’ば，固形物の最大量

　　は300mg／」前後で，珪酸もまた40mg／」以下である。

　　鉄は特に少なく，209のうち1mg／～以上のものは18に

　　過ぎず，最大2mg／」に止まっている。

　　　7。2　表流水の水質

　　　常願寺川み上流部には片麻岩とともに安山岩が分布

　　　し，地獄谷の噴気口があり，』そのため表流水中には硫酸

　　がや」多量に含まれており，そのほかカルシウム・マグ

　　ネシウムおよびヵリウムなども他の川に比較すれば多

　　い。神通川の上流部には花醐岩・片麻岩・石英粗面岩・

　　中～古生層および安山岩など種々の岩石が分布し，支流

　　高原川流域には神岡館山，また支流熊野川流域には黒錯

　　鉱山があ9，それぞれ排水による水質の汚染に対して防

　　止の策が講じられてはいるが，なお水質保全について不

　　断の関心が必要であろう。これらに対し庄川は，上流部

　　　　　　　　　　　　　の　　・が花謝岩、・右英粗面岩の露出地帯で，水畳的に最も無難

　　である。

　　　この調査地域の北東に所在する早月川および黒部川は

　　溶存成分がさらに少なく，固形物総量はともに40mgμ

　　台で，融雪期には30mgμ前後となる。常願寺川・神通

　　　川および庄川はこれに銘較Lて50～70mg／」の固形物総

　　量を示しているが，このように溶存成分の少ないのはい

　　　ずれも急流で，夏季でもなお融雪の水により稀釈され，

　　　かつ低温なため1岩石に対する溶解作用が顕著に行われ

　　　難いことに基因しているものと考えられる。た父小矢部

　　　川めみは溶存成分がやN各く，北陸地方表流水の平場を

　　　上廻つている。しかし各成分間の均衡はよく保たれてお

　　　り，神通川および庄川とともに標準型の水質を呈してい

　　　る。

　　　7．窪　地下水の水質註1）

　　　第8表に工場・上水道などの水源井の水試料分析結果

　　　の一部を示した。・これらの分析は主として富山県工業試

　　　験場化学科員の協力によつて行われたものであるが，こ

　　　のほか直接現場で当所員の手により溶存酸素，遊離炭酸

　　　および2価の鉄の検出を行つている。

　　　註！）水調査の一鍛として富山縣敏育委員会の協力により・調査地域内

　　　　　斯在の小・中淋び高等学横郊o絞に依頼し，昭和29年1月より
　　　　　30年L月に至る期間5日・毎の地下ガく観測を実施し，地下ガく位・ガ〈

　　　　　温，特に自噴井の場合には白噴量の季節的変化葱測定した。これ
　　　　　らの結界にクいては富山縣磨に部いて別に報告される予定である

　　　　　ので二』にはその記載を省略するo

　　　　8，結　　論

一工業用水源の確保のための参考一

　1）富山県の工業用水取得量は最盛時650，000m3／日

程度で，さらにこのほかに多量の循環水が用いられてお

り，その1県当り使用量としては本邦でも第1級の部類

に属する。しかもそのうち地下水利用率は30％を占め，

背面の集水面積の小さい割合に著しく大ぎい。

　2）地表水・地下水とも特に低温，良質の点が電気化

学工業に不可欠の冷却用水として高く評価されう『る。

　3）富山湾岸臨海工業基地のうち，富山市岩瀬地区に．

対する地下水供給はほとんど大部分常願寺川に負つてお

り，井戸湧出量は神通川寄りよりも常願寺川寄りの方が

すぐれている。特に東岩瀬附近の被圧面地下水の圧力面』

にみられる高圧部での深井戸利用に希望がもてる。

　4）岩瀬地区においては特に深度60～90mの牧水層

の湧出量がすぐれている（水温は17～18。C）。しかし今

後漸次井戸が密集Lて掘難されるようになることを考慮

して，一般には深井戸揚水量を1本当り1，500m3／日程

度以下に抑制するようにすべきであろう。このようにし

て揚水規模を地区全体について規正することは，塩水の

侵入や地盤の沈下を予防するために是非必要である。な

お圧力面変化の観測のため深度60m程度の水位観測孔

を設けることがのぞましい。

　5）岩瀬地区東部の工場増設に伴なう当分の間の給水

源は，1工場で数万m3というような大量でない限り，

地下水で充分である。1km2当り概略10，000m3／日程

度の地下水利用が可能であるとして，もしこれ鳳上の計

画水量が必要であれば神通川の表流水を取水する工業用

水道計画に依存できるよう配慮すべきである。一方にお

いて地区内の地下水を確保しておくことも必要であるか

ら，その供給源に当る常願寺川に現在以上の負担を負わ

せるよりもむしろ神通川の利用を考慮し，その計画案を

検討・促進することが妥当であろう。

　6）富山湾岸臨海工業基地のうち，高岡市高伏地区に

対する地下水供給は全面的に庄川に負つており，常願寺

川よりも幅が広くかつ厚い透水層を通じて行われてい

る。しかし高岡市街地を境として，その北側に当る臨海

部では細粒の堆積物に変つているので一般に湧出量が乏

しい。

　7）高岡市南部庄川左岸一帯は深井戸利用の適地であ

る。しかしこれに対Lて臨海部では深井戸1本当りの揚

水量を岩瀬地区よりも少ない一1，200ml／日程度以下

に抑制Lておくことがのぞましい。なお一般に高岡市で

は掘抜井戸を利用する工場周辺の民家に速やかに上水を

・供給できるように処置し，工場の深井戸揚水が積極的嬉，
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行えるようにすることが必要である。

　8）また臨海部地下には厚い粘土層が分布しており，

過剰揚水が行われる場合には岩瀬地区よりも地盤沈下の

生じる可倉旨性が大きい。

　9）　Lたがつてなるべく速やかに工業用水道を設ける

べきである。その水源は庄川左岸高岡市二塚附近より上

流部における伏流あるいは地下水に求めることを推奨す

る。なおこれによつて小矢部川感潮部に水源を得ている

既存工場の用水も改善できる。

　10）新湊市東部一円の天然ガスの開発に伴ない地下水

の赫水が行われ，その結果庄川右岸地区の水理に変化を

生じることが予想できる。排水の影響は岩瀬地区には及

ばないと考えられるが，高伏地区にあつては水位観測井

などを設けてぞの変化を記録できるように留意すべきで

ある。

　11）なお将来高岡市次いで富山市の工業用水道の水源

について探査を行う必要がある。

　　　（昭和28年11月，29年7月および10月調査）
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